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認定NPO法人こまちぷらす （2012年～）



毎週事業説明を無料で
ZOOMでしています
よければ是非

昨年共著出したので
詳細こちらにも！



困っている人

よくある図。でも、この図で目指している「解決」とは・・・？？



消費

参加

入口

余白

余白

関わる

関わり合う

出会う

弱くつながる

始めちゃう

つくっちゃう

自分たちで
暮らしを
豊かにする

結果として自分の周りの
関係人口が増えている

イラスト：
https://scrapbox.io/mrsekut-
p/%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%BC%E3%83%A0



イラスト：
https://scrapbox.io/mrsekut-
p/%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%BC%E3%83%A0

リゾーム



出番をつくる・まちの担い手が結果的に増えていく

喪失の共有



トヨタ自動車（株）にて海外営業や海外調査を担当。第一子出産直後に

感じた育児における孤独感やその後救われた経験から、2012年に退社し

こまちぷらすを当時のママ友数人と立ち上げる。

2013年９月～2016年10月 横浜市子ども・子育て会議委員
2014年７月～2015年３月 横浜市地域子育て支援拠点における

利用者支援事業のあり方検討会委員
2016年11月～2021年4月 戸塚宿ほのぼの商和会副会長
2017年11月～2018年３月 「横浜教育ビジョン2030」に関する懇談会委員
2018年７月～現在 横浜市教育委員会委員
2019年４月～2021年３月 横浜市市民協働推進委員
2024年4月～現在 横浜地方裁判所委員会委員

委員関係

イスラエル政府招へいプログラム「女性ヤング・リーダーシップ・プログラム」に女性代表団・
第３回チャンピオン・オブ・チェンジ日本大賞にて入賞



• 産後言葉にならない孤立感、相談の発想なし（自分のせい・自分が悪い）

• 保健師が家庭訪問に来てくれる。

1枚チラシ「子育て支援拠点をつくる＆参加してくれる市民を募集」を渡してくれる。

➤藁をつかむ思いで応募。関わる中で、20-80代までの知り合いが増えた。情報はあるところを

知っていればたくさん手に入ることを知り、全くたどり着けなかったことに愕然とする。

• 幅広い年齢の支援者や当事者と知り合う＆学ぶなかで、意識と行動が変わる。

※子どもをたくさん会議の度にいろんな人に抱っこをしてもらうことで、家族以外の「まち」の人に

頼れるように。

※多様な価値観を知ることで、自分の中の「ねばならぬ」がなくなっていく。（いろいろＯＫなんだ！に

気づく）

※参加することで社会の一員という感覚を取り戻す。自分の社会での役割を実感。多くの仲間を得られる。



こまちカフェ

ボランティアの

方が赤ちゃんや

こどもを見守り。

お母さん、

お父さんたちが

ご飯をゆっくり

両手で味わって

食べることがで

きる場。

対話の場と出番をつくる



カフェにおける「対話の場」の事例

対話の場と出番をつくる

当事者の親、当事者が気持ちを吐露。

情報交換や学びを得る場に。

つながりが生まれる場に。

ダブル
ケア ケアラーズカフェ「えんがわ」

「でこぼこの会」障害

「ほっとひと息金曜日」
不登校

ひきこもり

運営の多くが寄付で支えられています。



400年の歴史のあるお寺にて運営（戸塚駅徒歩5分）

こよりどうカフェ

対話の場と出番をつくる



組織概要

スタッフ人数：約46人（2024年10月現在）

登録ボランティア数：約340人（こまちパートナー）



出番をつくる・まちの担い手が結果的に増えていく



声のデータベース化 1000以上

https://www.comachileaf.com/workshops/111/login?code=0221

・カフェに集まった声
・パブリックコメント
・他NPOが集めた声

相談になる前の声こちらにはその一部のみ抜粋したものを表示しています
年代町名などを入れる場所がありますがダミーで仮で構いません。



ウェルカムベビープロジェクト

まちからの出産祝い

商店会有志からの
絵本

タクシー会社からの
チケット

保険会社×地域作家
手づくりスタイ等

離乳食スプーン

液体ミルク

ホテル
家事代行サービス

まちの中で我が事として、子育てに関わる人口を増やす



ウェルカムベビープロジェクト

まちからの出産祝い

小学生、中学生、

高校生、大学生、

妊娠中の方、

出産祝いを受け取った方、

９０歳代の方が

年間延べ900人出産祝い

づくりに関わる

まちの中で我が事として、子育てに関わる人口を増やす



制度・サービスの「間（はざま）」に「なんとかなるクッション」



未来に向けて ～子育てが「まちの力」で豊かになる社会へ～



１）2016年よりプログラムを開発。（日本財団/トヨタ財団/みてね基金等の助成を受けながら）

２）2018年より伴走支援のためのプログラムや人材育成。

年１ー４回の「居場所づくり」講座（１回10人程）の実施。

３）2022年度 プログラムを拡大。

・全国の居場所づくりを志している人たち向けのオンライン講座実施。

（北海道・山形・仙台・長野・横浜（南区・港南区）・岡山・熊本等）

・インターンの受け入れ。

・帳票類のオープンソースを作成。延べ105団体・個人へのノウハウ展開。（オープンソースダウンロード48件含む）

４）2023年度以降 各地域に出向いた講座パッケージの展開 ・海外への発信

現在取り組んでいること

より居場所を豊かに、日本中に立ち上げやすい環境を



「居場所」づくりの展開

より居場所を豊かに、日本中に立ち上げやすい環境を

長野

北海道 ※北海道以降は現在未定/開拓中岡山



相談になる「前」のつぶやきの声をつぶやける

「よくしようとしない場」



こまちぷらすのクレド



相談になる「前」のつぶやきの声をつぶやける

「よくしようとしない場」

喪失の共有、願いの共有、やりたいをそもそも考える時間、

共有できる空間、挑戦できる小さな機会。



参加・関わる



相談になる「前」のつぶやきの声をつぶやける

「よくしようとしない場」

喪失の共有、願いの共有、やりたいをそもそも考える時間、

共有できる空間、挑戦できる機会。

「なんだか参加したくなる」プラットフォームづくり

（市民発意×参加が広がるデザイン）



相談支援：
相談になる「前」のつぶやきの声をつぶやける
「よくしようとしない場」

参加支援：
喪失の共有、願いの共有、やりたいをそもそも考える時間、
共有できる空間、挑戦できる機会。

地域づくり：
「なんだか参加したくなる」プラットフォームづくり
（市民発意×参加が広がるデザイン）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: こまちカフェ
	スライド 10:  カフェにおける「対話の場」の事例
	スライド 11: 400年の歴史のあるお寺にて運営（戸塚駅徒歩5分） こよりどうカフェ
	スライド 12: 組織概要
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: ウェルカムベビープロジェクト まちからの出産祝い
	スライド 16: ウェルカムベビープロジェクト まちからの出産祝い
	スライド 17
	スライド 18: 未来に向けて　～子育てが「まちの力」で豊かになる社会へ～
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26

